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「わぁ～おいしそう！早く食べたいな」 「ここをボンドでくっつけて・・」 

立派に飾られた門松と老友会の皆さん 
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塚脇「どんど焼き」のお知らせ 
長い間実施されていなかった塚脇地区の「どん

ど焼き」をコミュニティ運営協議会の新年行事と

して、塚脇地区の各団体及び子ども会の皆さんの

協力のもと、実施することになりました。 
皆さん、お揃いでご参加ください。 

（主催：塚脇どんど焼き実行委員会） 
 

  「どんど焼」とは・・・古い神札（おふだ）や正月の

         しめ飾り等を持ち寄って焼

         き、その火にあたったり餅を

         焼いて食べたりして、無病息

         災を祈願する日本の伝統的

         な行事です。 
 
 
 

日 時  平成１９年１月１４日（日） 
            ４時から 

場 所  塚脇田中 
 

＊「ぜんざい」「だんご汁」を用意しています。 
また、「お神酒」もありますので、お車での 
お越しはご遠慮ください。 

自自
治治
会会
館館
にに
もも
おお
正正
月月  

 

作って遊ぼう 

１２月１０日（日）玖珠地区青少年健全育成

協議会（会長 武石和正）主催の工作教室が玖

珠自治会館で開催されました。小学生２０名

が、おうちの方(５名)や地域のお年寄りのボラ

ンティアの皆さん(７名)、協議会役員(９名)と
一緒に「ロケットカー」や「スピードカー」作

りに挑戦しました。 

塚
脇
小
学
校
で
は
、

「
子
ど
も
の
居
場
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づ
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」
事
業
と
し
て
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
地
域
の
方
々
の
指

導
・
協
力
の
も
と
毎
週
水

曜
日
の
放
課
後
に
、
茶
道

や
ホ
ッ
ケ
ー
な
ど
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
先
日
「
玖
珠
地
区

食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
（
麦
の
会
）
」
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
お
や
つ
作

り
を
し
ま
し
た
。 

 

児
童
六
十
五
名
が
参

加
し
、
メ
ニ
ュ
ー
は
「
フ

ル
ー
ツ
の
ミ
ル
ク
あ
ん

か
け
」
。
慎
重
な
手
つ
き

で
包
丁
を
握
る
子
、
「
早

く
食
べ
た
ぁ
い
」
と 

塚塚小小わわくくわわくく広広場場

み
ん
な
で
楽
し
く 

お
や
つ
作

り 

 用意されたダンボール紙をはさみやカッターで切り、ボンド等で貼り

合わせて金具やタイヤをつけて、それぞれ好みのイラストや飾りをつけ

れば、自分だけのオリジナルカーの出来上がり！「こっちのほうが真剣

になってしまう」と笑うお年寄りの方の声もあり、参加した児童だけで

なく、みんなで楽しい時間を過ごしました。 
玖珠地区青少年健全育成協議会では、小・中学生を対象に各種催しを

開催しています。夏には「魚釣り大会」、そして１月には「バードウォッ

チング＆自然観察会」を予定しています。昨年も多くの野鳥を観察でき、

珍しいヤマセミの姿も目にしました。 
みなさん、ぜひご参加ください。（詳細は学校を通じてチラシを配布） 
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上
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を

リ
ー
ダ
ー
に
み
ん
な
で
楽

し
く
調
理
台
を
囲
ん
で
い

ま
し
た
。 

 

食
後
の
感
想
会
で
は
「
ま

た
、
お
や
つ
作
り
を
し
た
い

で
す
か
？
」
の
問
い
か
け

に
、
み
ん
な
大
き
く
手
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。 

「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
」
事
業
は
、
文
部
科
学
省

の
補
助
事
業
で
今
年
が
三

年
目
の
最
終
年
と
な
っ
て

お
り
、
玖
珠
地
区
で
は
、「
塚

脇
」「
春
日
」「
杉
河
内
」
の

各
小
学
校
が
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
今
後
の
継
続
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
お
や
つ
づ
く
り
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
講
師
派
遣
の
依

頼
が
あ
り
、
麦
の
会
の
皆
さ
ん

が
快
く
引
き
受
け
て
下
さ
い
ま

し
た
。 

「
麦
の
会
」
で
は
、
様
々
な

食
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
師
派
遣
等
の
問
い
合
わ
せ

は
、
玖
珠
自
治
会
館
ま
で
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 「こ
う
し
て
飛
ば
す
ん
だ
よ
」 


